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第 ３ 回 大 山 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第３日） 

平成２２年３月８日（月曜日）        

                                        

議 事 日 程 

                             平成２２年３月８日 午前９時３０分 開議  

1 開議宣告 

日程第  1  議案第 30 号 平成 22 年度大山町土地取得特別会計予算 

日程第  2  議案第 31 号 平成 22 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

日程第  3  議案第 32 号 平成 22 年度大山町開拓専用水道特別会計予算 

日程第  4  議案第 33 号 平成 22 年度大山町地域休養施設特別会計予算 

日程第  5  議案第 34 号 平成 22年度大山町老人居室整備資金及び障害者住宅整備資金

貸付事業特別会計予算 

日程第  6  議案第 35 号 平成 22 年度大山町簡易水道事業特別会計予算 

日程第  7  議案第 36 号 平成 22 年度大山町国民健康保険特別会計予算 

日程第  8  議案第 37 号 平成 22 年度大山町国民健康保険診療所特別会計予算 

日程第  9  議案第 38 号 平成 22 年度大山町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 10  議案第 39 号 平成 22 年度大山町老人保健特別会計予算 

日程第 11  議案第 40 号 平成 22 年度大山町介護保険特別会計予算 

日程第 12  議案第 41 号 平成 22 年度大山町介護保険事業特別会計予算 

日程第 13  議案第 42 号 平成 22 年度大山町農業集落排水事業特別会計予算 

日程第 14  議案第 43 号 平成 22 年度大山町公共下水道事業特別会計予算 

日程第 15  議案第 44 号 平成 22 年度大山町風力発電事業特別会計予算 

日程第 16  議案第 45 号 平成 22 年度大山町温泉事業特別会計予算 

日程第 17  議案第 46 号 平成 22 年度大山町宅地造成事業特別会計予算 

日程第 18  議案第 47 号 平成 22 年度大山町情報通信事業特別会計予算 

日程第 19  議案第 48 号 平成 22 年度大山町水道事業会計予算 

日程第 20  議案第 49 号 平成 22 年度大山町索道事業会計予算 

日程第 21 特別委員会の設置及び付託 

日程第 22 特別委員会委員長及び副委員長の互選結果の報告 

────────────────・───・─────────────────  

本日の会議に付した事件 

（議事日程に同じ） 

────────────────・───・─────────────────  

出席議員（１８名） 
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１番 竹 口 大 紀     ２番 米 本 隆 記  

３番 大 森 正 治     ４番 杉 谷 洋 一  

５番 野 口 昌 作     ６番 池 田 満 正  

７番 近 藤 大 介     ８番 西 尾 寿 博  

９番 吉 原 美智恵    １０番 岩 井 美保子  

１１番 諸 遊 壌 司    １２番 足 立 敏 雄  

                 （９時４３分 遅参）  

１３番 小 原 力 三    １４番 岡 田   聰  

１５番 椎 木   学    １６番 鹿 島   功  

                （１０時１７分 遅参）  

１７番 西 山 富三郎    １８番 野 口 俊 明  

   

────────────────・───・─────────────────  

欠席議員(なし)  

────────────────・───・───────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ……………… 諸 遊 雅 照     書記 …………… 柏  尾  正  樹 

────────────────・───・───────────────── 

説明のため出席した者の職氏名  

町長 …………………森 田 増 範     教育長 ………………山 根   浩

副町長…………………小 西 正 記       総務課長 …………  田 中   豊  

企画情報課長 ……… 野 間 一 成     住民生活課長……… 小 西 広 子 

税務課長 ……………中 田 豊 三     建設課長 ……………押 村 彰 文  

農林水産課長 ………池 本 義 親     水道課長 ……………舩 田 晴 夫  

福祉保健課長  ………戸 野 隆 弘          人権推進課長 ……… 近 藤 照 秋

観光商工課長  ………小  谷  正  寿       大山振興課長 ……… 福 留 弘 明

診療所事務局長………斎  藤   淳            地籍調査課長…………種  田  順  治

教育次長………………狩 野   実          学校教育課長…………林 原 幸 雄 

社会教育課長 ………手 島 千津夫     幼児教育課長 ………高 木 佐奈江 

農業委員会事務局長…高 見 晴  美     代表監査委員 ………松 本 正 博 

中山支所総合窓口課長…山下一郎      大山支所総合窓口課長…麹谷 昭久      

教育次長………………狩 野   実          社会教育課長 ………手 島 千津夫     

幼児教育課長 ………高 木 佐奈江     農業委員会事務局長…高 見 晴  美      

────────────────・───・───────────────── 

午前９時３０分 開会 
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○議長（野口俊明君） おはようございます。ただいまの出席議員は１６名です。定足

数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

本日は、３月５日の会議に引き続き、日程第１、議案第３０号 平成２２年度大山町

土地取得特別会計予算から、日程第２０、議案第４９号 平成２２年度大山町索道事業会

計予算までの２０議案について、質疑を行いますので、よろしくお願いいたします。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第１ 議案第３０号 

○議長（野口俊明君）  日程第１、議案第３０号 平成２２年度大山町土地取得特別会

計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第 30 号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第２ 議案第３１号 

○議長（野口俊明君） 日程第２、議案第３１号 平成２２年度大山町住宅新築資金等

貸付事業特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第３１号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

      日程第３ 議案第３２号 

○議長（野口俊明君） 日程第３、議案第３２号 平成２２年度大山町開拓専用水道特

別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） ４ページ、説明書の４ページで開拓水道施設管理負担金、

雑入の中です。負担金というのが１０万４，０００円入るようになっておりますが、こ

れどういうことからですね、こういうことが起きるのかということをちょっとお聞かせ

いただきたいです。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 
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○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に対しまして担当課長の方から述べさせて

いただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。 

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問にお答えいたします。この開拓水道施設

管理負担金１０万４，０００円と申しますのは、香取開拓農協も開拓水道の仲間になっ

ておられまして、施設管理費１１０万円のうち、加入者数であります３０件、これが総

計で３１６件ございますが、３１６分の３０をかけてその負担分割合１０万４，０００

円を計上させていただいております。以上です。 

○議員（５番 野口昌作君） まあ、了解しました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第３２号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

      日程第４ 議案第３３号 

○議長（野口俊明君） 日程第４、議案第３３号 平成２２年度大山町地域休養施設特

別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

○議員（１番 竹口大紀君） 議長、１番。 

○議長（野口俊明君） １番 竹口大紀君。  

○議員（１番 竹口大紀君） 歳入の３ページですが、使用料の収入がですね、約１，

０００万ぐらい見込んでありましてこの使用料と手数料収入の見込みの算定基準、算定

方法の基となったものは何かという説明と、あともう一つ、これは現在の指定管理から

直営に戻すということだと思いますが、その中で職員の配置、またパートさんなんかの

配置はどのようにしようと考えておられるのか２点お願いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 竹口議員さんの方から２点の質問がございました。担当課長の

方から述べさせていただきたいと思います。 

○農林水産課長（池本義親君） 議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君） 池本農林水産課長。 

○農林水産課長（池本義親君） ２点ほどご質問いただいています。まず 1 点目の使用

料算定根拠はということでございますが、一応直営ということに２２年度からは、考え

とりますが、とりあえず合宿のみという考えであります。人数にしまして約２，０００

人延べ１年間春休み、夏休み合わせまして２，０００人位かなというふうに考えていま
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す。で、前年度等に比べますと約５０％ぐらいの収入という低めの収入を見込んでおり

ます。 

 次に、直営に戻して職員配置はということでございますが、支配人につきましては、

現在おります支配人、それから調理の方につきましては、パートで対応したいというふ

うに考えております。またあとの施設管理につきましては、芝の管理、それから施設内

の除草等につきましては、外部委託と考えています。以上です。 

○議員（１番 竹口大紀君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 初日の施政方針の中で、まあ町長は、地域休養施設夕日

の丘神田の名和山香荘をリニューアルする構想、これを検討していくということでおっ

しゃっておられました。今、竹口議員の質疑でも今回この地域休養施設の特別会計につ

いては、直営にするということであったんですけれども、その町長の描いておられる構

想と、それからその直営に今回なった経過、その構想が今どのぐらい検討されているの

か、そういったところの概要なり途中経過なりを説明いただきます。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの方からの質問に答えさせていただきたいと思い

ます。 

 先ほど質問の中にもございましたように、施政方針の中でも少し触れさせていただき

ました。この件につきましては、議会の方でも、全員の皆さんの方の会で取り組みの内

容等について少しずつ資料等が集まります段階で話をさせてもらったりしておるところ

でございます。 

現在このリニューアルということについての構想を議員の皆さんの方にもご意見をい

ただきながら、検討を少しずつ進めさしていただいているという状況でございます。で、

これが実現できるのかどうかということについてはまだ資料等が十二分にまだ提示でき

ていない状況でございますので、今の段階ではまだこういった形で方向性ということに

まだなっておりませんけれども、資料等をもう少し詰めていく形の中で議会の皆さんの

方にも示させていただき、議会の方での皆さんのご意見をまたいただく中で、その方向

性を決めていけたらなと思っておるところであります。そういう経過の中で、このたび

これまで３年間の指定管理という形できておったわけですけれども２２年度が切り替わ

る時期ということもございまして、このたびそういったリニューアル計画を検討してい

くということを進める中で、直営という形で今年度提案をさせていただいているという

ところでございますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 
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○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） そのリニューアルするということではあるんですけども、

現実には、現実にはといいますか、実際のところは、今ある休養施設のグランドを人工

芝にして、もっと合宿誘致が図れるようにしていこうということではあろうと思ってお

るんですけれども、実際今若干新聞報道もされたり、あるいは検討される経過の中で、

住民にもそういった情報が今、知れ渡りかけてきています。山香荘どうなるだいやとい

うようなことで、まあ興味をもっておられる周辺地域の住民の方もおられるんですよね。

先ほどの説明では、まあ新しくなるというか、リニューアルするということしかご説明

いただけなかったんですけれども、できればね、関心を持っておられる住民の方もある

ところですので、まあ町長は、そのリニューアルすることを通じて交流人口をもっとも

っと増やしていきたいというお考えがあってのそういう構想だったと思います。 

まあ是非ね、今現在で話せるところ、どういうふうな形にして、それをどう生かして

いきたいのか、そういったところも含めてもう少しお考えを説明いただけたらと思いま

す。お願いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの方からの質問でございます。まだ具体的に話が

できないなというところにつきましては、実際にどれくらいの事業の規模になるのかな

ということが、まだこちらの方で数字をまだよく詰めれていないという状況があります

ので、今、この話をさせていただいたところでございます。特に、前回の議会の方でも

話をさせていただきましたように、団体の方からの１０年間を一つのテーマとした、使

いたいというような提案があったというところであります。 

 その中でも人工芝であったり、隣のサブグランドといいますか、そういったところも

合わせた計画的なプランの提示でありました。そういったことを含めて、今現在それに

答えられる状況としてどれくらいのスペースがとれてどれくらいの金額になってくるの

かな、概略でございますけれど、そこの部分について、まだどうしても時間的なことが

ありまして、まだ出ていないというところでありまして、今検討を進めさせていただく。

その中でまた議会の方にも皆さんの方に数字的なものが少し概略ででも出てきた段階で、

あるいは先ほど施政方針の中でも述べましたように、やはり神田の山香荘非常にすばら

しい立地にありますし、日本海とそして大山とちょうど中間の位置にもあります。また

交流人口増やしていく中での大切な拠点ではないのかなという具合に思っておるところ

でありまして、地域活性化策という捉え方の中で少しずつ議会の皆さんの方にもそうい

った話もさせてもらいながら今日にいたっているということでありまして、そういう思

いはありますけれども、やはり事業費というようなことも含めてもう少し出てこなけれ

ば詰んでいかないんだろうなと思っておりますので、今現在検討させてもらってるとい

うことでご理解願いたいと思います。 
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○議員（７番 近藤大介君） はい。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第３３号の質疑を終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第５ 議案第３４号 

○議長（野口俊明君） 日程第５、議案第３４号 平成２２年度大山町老人居室整備資

金及び障害者住宅整備資金貸付事業特別会計予算を議題にします。質疑は、歳入歳出全

般について行います。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第３４号の質疑を終わります。 

（足立議員 入室 午前９時４３分） 

────────────────・───・───────────────── 

      日程第６ 議案第３５号 

○議長（野口俊明君） 日程第６、議案第３５号 平成２２年度大山町簡易水道事業特

別会計予算を議題にします。これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について

行います。質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） この簡易水道予算でですね、収入の方でですね、水道利

用料が２２８万円、滞納繰越分が１万円ということでみてございます。 

それでこの簡易水道事業がですね、全体には、７４２万１，０００円の予算で２２８

万円ほどの、２２９万円か、この収入が、使用料がみてあるわけでございますけれども、

この水道会計のですね、使用料の割合というものが、全体の３１％しかなっていない、

という状況でございます。同じ水道でもですね、開拓水道なんかでは、だいたいに総費

用の７３％ぐらい、それから水道事業では、７０％ぐらいのですね、いわゆる利用者負

担金と、割合があるわけでございますが、これはただ３１％ということでですね、極め

て低いという状況でございます。この辺がですね、何故こういうことなのか。そして、

これをですね、改善するような方策を考えておられるのかということをお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課の方から述べさせていただきます。

○水道課長（舩田晴夫君） 議長 水道課長。  

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問にお答えをいたします。この簡易水道事
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業会計は、旧大山町の中の５簡水が会計の予算とさせていただいておりますが、長年管

理区分のはっきりしない水道会計でございまして、半分部落水道、半分町水道というよ

うな非常に不明瞭な会計でございましたけれども、平成２９年４月の料金統一には、統

一料金になるという地元住民の方との合意ができておりまして、今その料金の調整期間

中であるというふうに思っております。その料金調整が済みますと健全なる会計になる

だろうというふうに思いますが、４０年、５０年かかってきたものをここ一気に上げる

ことができませんでしたので、住民合意のもとに２９年までかかって調整をさせていた

だいてる最中でございますので、ご理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

以上です。 

○議員（５番 野口昌作君）はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第３５号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

日程第７ 議案第３６号 

○議長（野口俊明君） 日程第７、議案第３６号 平成２２年度大山町国民健康保険特

別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。まず、歳入から質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員（２番 米本隆記君） 議長、２番。 

○議長（野口俊明君） ２番 米本隆記君。  

○議員（２番 米本隆記君） 歳入ということですけども、ちょっと歳出の方にも掛か

ると思いますけど、ご了承いただきたいと思います。 

４ページ、国庫支出金の中のでですね、介護従事者処遇改善臨時特別交付金というこ

とが１７４万５，０００円計上してありますけども、これをですね、みますと、これは

処遇改善ということで載っておりますが、歳出の方には、その項目といいますかどちら

の方に支出されているのか分からないというふうになっております。分からないと思い

ます。それでこの支出はどこにあるのか。またこれに対する対象者というのは、人数的

にどういうふうに何人ぐらいのなるのか。またよく言われています、この処遇改善とい

うことで、全額が本当に賃金の方に回っているのかどうかということもよく新聞等で出

ておりますが、その辺り本町はどのように考えておられるのかお尋ねします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 米本議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただきます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 介護従事者処遇改善特例交付金についてのご質問でご
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ざいます。まず１点これの歳出が見えないということでございますけども、この特例交

付金につきましては、介護報酬が３年に１回改定されるもんでありますけども、２１年

度の介護報酬引き上げに当たりまして、介護従事者の処遇改善を図られるということに

なっております。これは国の方針であります。 

しかし、処遇改善介護報酬を引き上げることによりまして、保険料が急激に上昇する

ということが生じます。そういうことが生じさせないというために、この報酬改定に伴

う保険料の上昇分を軽減するための国による軽減措置ということであります。従いまし

てこの交付金につきましては、２１年度から３年間に亘ります介護報酬の引き下げのた

めにこれを見込んで、介護報酬を軽減して、設定しているということでございますので、

ご理解をいただきたいと思います。 

それとこの交付金によりまして、現場の介護従事者の皆さんの処遇が上がっているの

かどうかということでございますけども、これは町の方がこれをするということでござ

いませんで、この介護報酬の３％でありますけれど、この増加分は、サービスが一律に

３％増になるということではありませんでして、たとえば介護福祉士の資格のある職員

が一定以上いるとか、３年以上勤務する職員が３割以上いるとか、夜間職員の基準が国

の基準より多いとか、そういった施設への加算がございます。質の高いケア、業務の負

担が重い施設により多くの支出が出る仕組みにはなっております。これについて、具体

的に現場の従事者の皆さんの賃金にどのように跳ね返っているのかというのは、町とし

ては把握ができないところでございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議員（２番 米本隆記君） 議長、２番。 

○議長（野口俊明君） ２番 米本隆記君。 

○議員（２番 米本隆記君） 今、町長答弁の中でですね、どの程度引き上げてあるの

か、把握できていないというふうにありますが、交付金を出す以上は、しっかりその辺

のところは調査して、交付金をこれは２１年度からですから３年継続ということであり

ますから出されていないといけないというふうにわたしは思うんですが、今の答弁であ

りますと、この交付金をその事業団体といいますか、そのところにただお金を支払って

いますよというだけで終わっております。ここのところがですね。先日の質疑の中でも

あったように、やはりきとんとした内容が示されるもの、そういった交付金でないとわ

たしはいけんというふうに思っております。もう一度、再度聞きますけど、この、この

辺の調査というのはされたのか、されなかったのか。昨年度。答弁をお願いいたします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 米本議員さんの方から昨年調査をしたのかどうかということで

ございますけれど、担当課の方から答えさせていただきます。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 
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○住民生活課長（小西広子君） 失礼いたします。先ほどの答弁になるかどんなかちょ

っと図りかねるところがありますが、国保の、この国保会計の歳入にありますこの交付

金につきましては、先ほど戸野課長が申しましたように、介護報酬改定によります従事

者の処遇改善のために、それに伴う介護保険料の引き上げを抑えるということがありま

して、それの相当額を国の方が、町と言いますか保険者の方に配分してくるものでござ

います。国の事業ではありますが、国保連合会を通じて町の方に入ってくるものでござ

いまして、これはこの国保会計ではこれを収入の一部としまして、保険料の軽減を抑え

る一端になっているものございまして、この金額は、介護納付金の大山町の３年間の平

均と鳥取県の３年間の平均を、とそれから鳥取県に交付されております全体の総額を按

分して見込んだ金額でございます。以上です。 

○議員（２番 米本隆記君） 議長、２番。 

○議長（野口俊明君） ２番 米本隆記君。 

○議員（２番 米本隆記君） 今のわたしの質疑に答えになっていません。わたしは調

査されたのか、されなかったのか。それと最初に言いましたけど、この対象人数は何人

ですかということをお尋ねしてるんですが、その答弁がないんですが。 

○議長（野口俊明君） 再答弁。森田町長。 

○町長（森田増範君） 担当課の方で分かりますば、答えさせていただきたいと思いま

す。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 現場の方で具体的にどのような処遇改善になっている

か調査をということでございますけど、先ほど申し上げましたように、これは町がする

べきことでも、あるいはできることでもございませんので、これは国の方でなされるべ

きものと思っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

それとこの対象者ということでございますけれども、２１年度から３年間の保険料を

これにより軽減しておりますけども、全ての国保加入者の方の保険料を月額で５５円引

き下げております。以上であります。 

○議員（２番 米本隆記君） 了解です。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 歳出の分で１４ページになりますが…。 

○議長（野口俊明君） まだ歳入です。 

○議員（１０番 岩井美保子君） あ、歳入ですか。失礼しました。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。  
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○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君 

○議員（７番 近藤大介君） 基金の取り崩しということでちょっとお尋ねをいたしま

す。予算書でいけば７ページですか。国保の基金からこのたび１億４，７００万円が取

り崩しということで、会計に入っております。１億４，０００万、約１億５，０００万

ですか、の取り崩しの理由なり必要性についてのご説明、それとですね、保険税の収入

でございますが、今年度は保険税の収入４億２，２００万ということで見込んでありま

して、前年度に比べて４％の減額ということになっています。 

 一方では先ほど、お尋ねしているように、基金の取り崩しもしなければならないよう

な予算になっておるわけですが、５月になれば国保の運営協議会の方で税率改定のよう

な話がまたあろうかと思います。今現在で町として２２年度の国保税、上げなければな

らないのか、据え置きなのか、あるいは減額できる要素があるのか、事務局サイドでの

その方針をお聞かせください。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの方から２点の質問であったと思います。基金の

取り崩しの理由ということと、それから国保税の根拠ということであろうと思います。

担当課の方から述べさせていただきます。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君） まず１点目の基金の取り崩しについてというところで

ございますが、平成２０年度から後期高齢者の医療制度が新設されることに伴いまして、

社会保険の診療報酬支払基金が各保険者に対して、前期高齢者これ６５歳から７４歳で

ございますが、これに掛かる財政調整の仕組みが新たに始まったところでございます。

で、この前期高齢者が多い国保被保険者には、交付金として交付される仕組みが始まっ

たところであります。この交付金につきましては、２年後に精算が行なわれるというと

ころになっておりまして、２０年度の概算交付金として支払基金が積算した交付額があ

りますけれども、これが２０年度の事業が進みまして、実績によりまして、２２年度に

約１億４，７００万円を精算する見込みとなったところでございます。 

で、国保は、入ってくるもの、出てくるものの間さ不足額を保険税として、徴収する

ことになるわけですけども、この精算額がそのまま収入不足というところで、計算され

ますと、２２年度の予算上での保険税がかなりアップが大きくなるというところがござ

いまして、この保険税の税率、税額を抑えるために基金の取り崩しを考えているところ

でございます。 

それからもう１点ですが、今２２年度の予算上でみますと、この基金の取り崩しを行

いまして予算を組むという想定にいたしますと、今のところですと、２１年度の本算定

の時に比べまして、一人当たり一般でみますと、１，８１１円くらい、退職であります
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と２，６０９円くらいの引き上げになる予定で予算は作っておりますけども、先ほどあ

りましたように、５月の税率改正のときに今申告中であります収入所得を勘案して決め

ていくことになろうかと思っています。よろしくお願いいたします。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 基金の取り崩しということで、再度、まあ質問というか

確認になりますが、今の説明だとその前期高齢者交付金、国からもらう交付金を精算し 

た結果、要は基金を繰り入れないと、あ、違うな、国保税の収入を抑えようと思えば、

抑えようじゃないな、前年並ぐらいでみようと思えば、基金の取り崩しをせざるを得な

いということで理解をすればよろしいんでしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただきます。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 

○住民生活課長（小西広子君） 基本的なところは、そういうことになろうかと思いま

すが、実際に試算しております段階では、２１年度より若干今言いました一人当たりで 

みますと上がるという見込みの予算になっております。以上です。 

○議員（７番 近藤大介君） はい、了解です。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 次、歳出に移ります。質疑ありませんか。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 議長、１０番。 

○議長（野口俊明君） １０番 岩井美保子君。 

○議員（１０番 岩井美保子君） 歳入ではですね、高額医療の共同事業交付金という

のが４，３９９万２，０００円きておりますが、歳出になりますと共同事業拠出金とい

うところで高額医療費拠出金で６，０２６万４，０００円というあれで計上してありま

す。大山町での対象者、何人ぐらいでしょうか。これ大変高額医療になりますと、そう

いう病気になったとかケガをしたとかというときに払い戻していただける大変皆さんが

喜んでいる事業なんですけれど、対象者としてどのくらい。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 岩井議員さんの方の質問、たぶん１４ページの高額医療拠出金

款３５の件かなと思っておりますけれども担当課長の方からご質問について述べさせて

いただきたいと思います。 

○住民生活課長（小西広子君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君） 小西住民生活課長。 
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○住民生活課長（小西広子君） はい、この事業につきましては、町でそれぞれの町村

が拠出金を払いましてプールをしたものを実績、その実績に応じて今度は国の方から負

担金として入ってくるわけですけども、これはちょっと人数については、ちょっと把握

はしておりません。医療費の前年度実績等によっての見込みをしております。実際に、

どれくらいの人が高額療養費にあたっていくかというのは、ちょっと分かりかねるとこ

ろでございます。以上です。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第３６号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

日程第８ 議案第３７号 

○議長（野口俊明君） 日程第８、議案第３７号 平成２２年度大山町国民健康保険診

療所特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

○議員（８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員（８番 西尾寿博君） 昨日、一昨日、補正予算の分でお話をしましたが、似た

ような話になるかもしれませんけれども、繰入金がですね、昨年とほとんど変わりませ

んね、１００万ほど増えた繰入金になっております。７，１４５万７，０００円。とこ

ろがですね、この間の補正では約９，０００万の補正になっております。売り上げとい

いますか、収入は２，４００万ほど落ち込んだ予想になっておりながら、売り上げは減

りながら、繰入金は変わらないと。どう考えてもおかしい。わたしね、この診療所運営

というのは、もうちょっとシビアにやって欲しいなと、皆さん心配しております。 

 それで、歳出を見ますと、１，５００万、１，５６３万、総務費が減っております。

これは多分人件費削減だと思いますが、どう考えてもこれ支出、繰入金が昨年同様にな

るなんてわたし思いませんが、それがまず一つ。その１，５００万の中身、削減した人

件費だと思いますが、それの中身と、もう一つは、医薬品という項目の中に１億７，６

４０万とあります。この中でですね、以前に診療所報酬、あるいは負担、診療所をされ

る方の負担軽減のために、後発医療医薬ジェネリックという話を一般質問された方がお

ります。このジェネリックに取り組んだ成果というのはあるでしょうか。この医薬品の

中には、わたしの想像ですが、包帯だとかいろんなことが混ざっておると思いますけれ

ど、純粋に医薬品の中で、医薬代の中でジェネリックの割合はいくらぐらいか、そして

可能性として、この医薬品の中にジェネリックをもっともっとですね、入れることがで

きるのか、努力したのかと、その辺りまで聞きたいなと思っています。 
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○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんより２点の質問をいただきました。診療所事務局

長の方から答えさえていただきたいと思います。 

○診療所事務局長（斎藤 淳君） 議長、診療所事務局長。 

○議長（野口俊明君） 斎藤診療所事務局長。 

○診療所事務局長（斎藤 淳君） まず１点目の歳出、一般管理費が前年対比１，５０

０万ほど減っていると。その内訳ということでございますが、ご指摘のように、職員人

件費、退職したものも、この２月で退職した職員もおりますし、昨年度の当初予算では、

いわゆる診療所事務局の体制を３名ということにしておりましたけれども、来年度は、

とりあえず事務局に、診療所の事務局に関わる人員を２名というふうなことでの減、と

合わせまして都合１，５００万ほどの前年対比の減ということになっております。 

 それからジェネリック薬品、いわゆる後発薬品のご質問でございますが、３つの診療

所で、ジェネリック薬品を常備しておりますのは、大山口診療所であります。で、だい

たいこれが２割程度確保しております。それから名和診療所と大山診療所につきまして

は、院外処方という形でジェネリックを使用しているということであります。患者さん

の意向等も踏まえながら、そのジェネリックの活用についてはやってきておるつもりで

ございますけども、まだまだ不十分なところがあろうかというふうにも思います。各診

療所の医師とも相談しながら、より経費の削減につながるような方向で、検討してまい

りたいというふうに思います。以上です。 

○議員（８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員（８番 西尾寿博君） わたしね、何でこんなこというのかっていうとね、いっ

つも言ってますけど、役場職員というのは、安定的に仕事が出来る職場で、まあ優秀な

方もおられます。ただ、先ほど聞きましたが、３人を２名にされる、総合計で３名です

か、減が。ということは無駄な人間がおったといわれてもしかたがない。実は減ってお

ってもやれるんだね。逆に言ったらそういうふうに捉えかねません。 

 わたしね、今はっきり言って昨年９，０００万ほどの繰入金を出したということを頭

に入れながら、実は公債費はね、４，９００万でしょ。もう払わな、確実に払わないけ

ん金は４，９００万あって、売り上げは２，４００万落ちますよ。そん中でじゃあ３人

減らして金額を合わせようと。元々無駄な人間がおったのかなと思ったりもしますし、

実はもっと以前に同僚議員がリハビリテーションの看板もないじゃない。実は電話帳に

も載っていないんじゃないかと、電話番号ですよ。そのことを言ったときに、慌てて電

話帳には入れました。ただまだ看板も出ていません。総合的に考えると本当で、この繰

入金を減らす努力をしとるんかなという、みたいな感じを受けるですよ。ね、先ほどみ

たいな答弁で、住民が納得できるでしょうかね。まして数字がおかしいですよ、これ。
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思いませんか。もうちょっとね、シビアな数字を出してくださいよ。ね、売り上げは２，

４００万落としますよ。はっきり言って。公債費は上がってますよ。４，７００万が４，

９００万がなってるでしょ。それで平気な顔をして、去年と１００万円の上乗せの７，

１５０万で、繰入金をやります。いずれ補正で多分、今度は１億を越すかもしれません。

どう考えとるですか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの方から質問がございました。詳しいところ、局

長の方からまた話をさせていただきたいと思いますけれども、まず人件費の関係でござ

います。事務局の方の３人が２人、そしてもう一人放射線技師が、これが１人がゼロと

いうことであります。経過といたしましては、事務局が減ということにつきましては、

新年度から診療所事務局というもの、それを保健事業と兼ねて合わせて保健事業の強化

と、医療保険と連携ということの中で保健課を設置したという形の中で、人数的なこの

診療所の関係が３人から２人になったということをまず一つご理解願いたいと思います。  

それから、放射線技師の関係につきましては、昨年退職されました方と一緒に来られ

たという経過の中で、本人さんの希望で、この年度のうちに退職を、依願退職されたと

いう形で減ずるということになりました。それぞれの放射線技師の方で、配属してお世

話になっていました医師の方にも、そういった了解を取りながら、やむをえんだろうと

いうことで了解をいただいて、放射線技師の補充はしなかったということでございます

ので、この点についてはご理解をまずお願いを申し上げたいと思います。 

 それから繰入金のことにつきまして、厳しいご指摘をいただいておりますけれども、 

この金額の中に局長の方から、後からもう少し詳しく述べさせてもらいたいと思います

けども、繰入金、国の方から僻地医療といいますか、そういったことに対しての交付金

がまず一般会計の方に入ってきております。それをここの方にこの特別会計の方に入れ

されていただいているという経過がございますので、その点につきましては、ご理解を

まずお願い申し上げたいなと、金額が大きくなっておるということでございますけども、

全てが単町の方からの繰入、町からの持ち出しの額ではないということについてはご理

解を願いたいと思います。少し局長の方から説明をさせていただきます。 

○診療所事務局長（斎藤 淳君） 議長、診療所事務局長。 

○議長（野口俊明君） 斎藤診療所事務局長。 

（鹿島議員 入室 午前１０時１７分） 

○診療所事務局長（斎藤 淳君） わたしの方からも少しお話をさせていただきたいと

思います。 

 この当初予算で比較しますと、確かに繰入金が増えたような形になります。で、２１

年度当初は、大山診療所の田中診療所長がドクターとしておられた関係もありまして、

ある程度の歳入の、収入の見通しもたっておりました。ところが途中からおられなくな
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って、大山診療所のいわゆる診療収入も減ってきたというふうな状況になりました。で、

結果的に２１年度の、この前議決をいただきました補正予算では、繰入金が８，９００

万ということになっています。それとその内訳につきましては、先ほど町長が申し上げ

ましたように、国の特別交付税ですとか、それから僻地診療所に関わる補助金ですとか、

そういったもの、とにかくできる限りの一般財源に食い込まないような形での対応策を

講じてきたつもりでおります。で、２２年度におきましては、当初予算からそのことが

見込めるなということになりまして、計上もさせていただいております。そういった状

況の中で２２年度においては、７，１００万というふうなことで、１，７、８００万の

繰入金のですね、減というふうな、まあ決算見込みと比較した場合にですけれど、そう

いうふうな状況にもなりそうでありますので、まだまだその努力は足りない点はあろう

かと思いますけれども、ある程度その経費の節減、いわゆる僻地診療所としての収入確

保というものについては、取り組んでまいった都合でおります。今後とも引き続き頑張

ってまいりたいというふうに思います。以上です。 

○議員（８番 西尾寿博君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

○議員（２番 米本隆記君） 議長、２番。 

○議長（野口俊明君） ２番 米本隆記君。 

○議員（２番 米本隆記君） この予算書なんですが、ちょっとお尋ね、聞きたいんで

すけど、今よく言われています、無いほうがいいんですけども、医療事故ということが     

世にうたわれていますが、その辺についてこの予算書の中に、そういう時の何ていいま

すか、米子の方の大きな病院でも保険に入っているというふうなこともよく聞きます。

この辺どのようにお考えでおられるのかお伺いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 米本議員さんの質問に診療所事務局長の方から述べさせていた

だきたいと思います。 

○診療所事務局長（斎藤 淳君） 議長、診療所事務局長。 

○議長（野口俊明君） 斎藤診療所事務局長。 

○診療所事務局長（斎藤 淳君） ただいまのご質問についてでありますけれども、予

算書の９ページに、役務費、１２番の役務費というのが節でございます。で、その一番

下に医師保険料というのを２７万計上しております。医療事故は、あるいは医療過誤と

も言いますけれど、あってはならないことでありますが、そうはいいましても絶対ない

とは言い切れないところもありますので、万が一の時に備えてですね、その補償ができ

るような形で、基本的には医師が責任をとるということになりますもんですから、医師

保険料として２７万計上させてもらっています。以上です。 

○議員（２番 米本隆記君） 了解です。 
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○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第３７号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

      日程第９ 議案第３８号 

○議長（野口俊明君） 日程第９、議案第３８号 平成２２年度大山町後期高齢者医療

特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第３８号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

   日程第１０ 議案第３９号 

○議長（野口俊明君） 日程第１０、議案第３９号 平成２２年度大山町老人保健特別

会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第３９号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

日程第１１ 議案第４０号 

○議長（野口俊明君） 日程第１１、議案第４０号 平成２２年度大山町介護保険特別

会計予算を議題にします。これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行

います。質疑はありませんか。 

○議員（８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。 

○議員（８番 西尾寿博君） ページ数でいうと、１１ページ歳出の方ですね。通所型

介護予防事業、この間実は説明を受けました。介護のプールの利用料これ８８９万６，

００円これ全部でなくて、その中にある１２０万数万円だったと思いますが、これラピ

スパに通っているそうですね。わたしね、その介護の分と、あとまあ町長の施政方針に

もありました６５歳からの介護分と、４０歳からは、今通っているＪＳＳ、これも１２

０数万円あったと思います。合わせて２５０万円ちょっとかなと、の数字が入っておる

だろうと思います。利用者については、実はワンクール２０名ということで、３クール

分として６０名を予定しておるというふうに伺っております。これがダブル可能性もあ

るとわたしは思っていますから、全てが６０名というわけにはならんと思います。ただ
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ざっと計算しますと、一人分２万円、掛かるんだろうな、まあ個人負担もあると思いま

すけれど。 

何を言いたいかといいますと、実はプールを造りかけたということがございますね。

その中で今この参加者、わたしが考えるとまあ少ない人数でもこの程度金がかかるんだ

ろうなと思います。ただラピスパのそのプールの状況はよく知りませんけ、その辺りも

うちょっとお聞きしたいなと思っています。 

ただ、町長に伺いたいのは、中山のナスパルにプールを、介護用のプールですね、老

人あるいは介護、健康増進のためのプールを造るというような話もありましたが、駄目

ということ、せっかく温泉があるのにならもったいなとわたしは思いましたけども、そ

の時に、一番ネックになったのが、管理料といいますか、ランニングコスト、水道、合

わせて確か９００万ぐらいだった思います。まあ水道は自前でやれるということで、い

ろんなことを考えると実は６００数十万でランニングコストができたかもしらんと。後

は補助金なんかを使いながらやると、そんなに建設費としては掛からないというふうに

考えておりました。 

ところがこうやってよそのですね、施設を使うということを考えたときに、２００何

十万、それも人数が凄く限られて少ないと考えます。地元にあればこんなことでなくて、

どんどん使えたのになと。（「そうだ」と呼ぶものあり）わたしはね、それを考えたと

きに、わたしもお風呂が大好きでありますけど、お風呂と兼ねてトレーニングができる

ということは、お風呂好きの方もですね、もうちょっと逆に言ったら近隣の方も来られ

る。そうするとですね、２５０万が片や６５０万でもいいじゃないかと思ったりもしま

す。この話をすると長くなりますけども、２５０万、合わせてですよ、実際の人数をち

ょっと教えてくださいよ。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの質問に担当課長の方から答えさせていただきま

す。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 水中ウォーキングあるいは今回、新年度から新たに予

定しております水中運動、ラピスパプールをこちら新たに考えておりますけれど、この

件の質問でございました。従来の水中ウォーキングにつきましては、２５人の定員でＪ

ＳＳの方に年間６クール、参加者を募って実施しております。利用者の数につきまして

は、毎回ですね、最近はほぼ定員に近い、あるいは極最近、まあ一人二人をオーバーし

て従来から続けてやっておられる方にご遠慮いただくということがまあ時々ございます。

で、水中ウォーキングに人数につきましてが、なかなかどんどん増えていくという状況

ではございませんでして、繰り返し、参加していただく方が多いものですから、実人員
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としましては、以前にも数字をお示ししたことがありますけども、なかなかそんなには

多くなっていないということでございます。 

 今回水中運動の計画を新たにいたしましたのは、少しですね、内容も変えてですね、

新たな参加者を広げていきたいと、このようなことでございます。西尾議員さんの質問

の中にもありましたように、対象者につきましても従来の水中ウォーキングは、４０歳

以上としておりまして、若い方からこちら少し内容が少しハードなものと捉えていただ

いたらと思います。新たに始めます水中運動につきましては、プールの形状なりあるい

は指導の内容等から高齢者向きの少し軽いですね、内容でございますので、まあ新たな

そういう内容を設定いたしまして従来参加をしておられない方についても、層を広げて

いきたいということでございます。ご質問にありましたように、人数につきましては、

１回２０人、これを３クールというふうに考えております。どんどんたくさん申し込み

があればうれしいわけですけども、従来の水中ウォーキングの方の経験から、一時にそ

んなにたくさんになっていくというふうなのはちょっと想定しておりませんので、まあ

新年度３回ということでやってみまして、状況を見ながらですね、あるいは将来的には

回数も増やしていけるようにもっていけたらいいなというふうに思っているところでご

ざいます。 

○議員（８番 西尾寿博君） 議長、８番。 

○議長（野口俊明君） ８番 西尾寿博君。  

○議員（８番 西尾寿博君） えーとですね。いやありがたいですね。わたしも水泳し

ますけれども、水泳はいいと思いますよ。それでですね、今聞きましたら、２５人、ほ

とんど満杯状態だと。この会をやったときにですね、どんどん人数が増えると、そうい

ったときにね、まあ町長の話を実は聞きたいわけですけども、どんどん増えてですね、

もう満杯状態になる、いやこれはいいわ、となった時にね、せっかく地元にわたしはあ

るやつをどの程度まで人数が増えて、もう参加者が凄く多くなった。やあ、こら、こん

なお金をよそに出すだったらうちで造らいやと、ね、ならんのかな。もういっぺん、や

ってみようと思わんのかなと実は思うわけですよ。その辺りのことを聞きたいなと思い

ますけどどうですか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 西尾議員さんの方からの思いも伝わってくるところであります

けれども、既にこの歩くプールということにつきましてはいろいろな総合的な判断の中

で示させていただいたところでありますし、その内容については、また町報等にも詳し

く述べさせてもらったりして本当にいろいろな角度から検討しながら結論を出させてい

ただいた重い重い責任の判断だと思っておりますので、この点につきましてはご理解願

いたいなと思います。 

 今現在新しく取り組みますことにつきましても、既にある身近な施設からこういった
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取り組みをやっていくという提案があり、非常にそれは近いところでもありますし、ま

た輸送関係であり、送迎関係であったりとか、そういったサービス辺りも担当課の方で

いろいろと検討して、非常に今の４０歳の方々の対象としたものとまた違った形の中で、

特に介護の予防という形の中で、この取り組みが身近にまた取り組めるということを検

討させていただいて事業者の方からの話も詰めてこのたび提案させてもらっているとい

うところでございます。やはりこの水中ウォーキングにしましても、水中運動にしまし

ても、やっぱりお風呂と違って、目的をもっていくということで、これも１回２回とい

うことではなくて、クルー、計画を持って臨むということでありますので、自分であら

かじめそいういった意志を持って、心構えを持って取り組んでいくということでありま

すので、このたびのこういう新しい取り組みをさせていただきながら、これがどういう

形でまた広がっていくのかなということも推移をみさせていただきたいなと思っておる

ところでございます。どうぞご理解を願いたいと思います。 

○議員（８番 西尾寿博君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 私もこの１０ページ、１１ページのところでございます

けれども、地域支援事業費のですね、介護予防一般高齢者施策事業費が１，２６９万増

額になっているということでございます。今年が１，８０１万５，０００円、昨年が５

３２万５，０００円ということでですね、１，２６９万円増額になっております。そし

てその下のところの包括支援センターの運営費がですね、ここが３，８２６万９，００

０円から４，６５２万７，０００円に８２５万８，０００円の減になっているというこ

とでございまして、わたしこの数字を見ながらですね、これを何故、医師賃金というも

のを地域支援事業費の方にもってこられたかと、あ、介護予防事業費の方にですね、も

ってこられたかということを思ってみますというとやっぱり今、西尾議員の言われたよ

うにですね、この包括支援センターとか、包括支援事業よりもですね、やっぱり介護予

防事業の方に軸足を置くようになったんだなという具合に思ったりします。まあこれを

ですね、どういうわけで賃金、医師賃金を介護予防事業費の方にもってきたかというこ

ともですね、伺いたいわけでございますけれど、そういうわけで私なりに思ったりして

いるおるところでありまして、今、西尾さんの言われましたようなことをですね、本当

に私も思っています。先のですね、歩くプールの問題のときにも岸本の方にですね、伯

耆町ですね、行って私も調べてみましたところが、非常に盛んに利用者も多くやってで

すね、やっておられると、説明を受けた時はですね、非常に伯耆町の方でも少ないんだ

というような話であったわけですけれども、私実際行って聞いてみましたらですね、本

当に多く利用されているという状況の中で、うちの方ではですね、まあこの事業カット
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になったということでございます。 

 そういうようなことでですね、軸足を介護予防事業費の方に置くという観点になって

おられるだったですね、またそういうこともですね、是非考慮していただきたいなとい

う具合に思ったりします。 

 まず、介護予防事業費をですね、介護事業予防費に包括支援事業費からもってきたと

いう理由を質問します。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課の方から述べさせていただきたい

と思います。医師賃金ということにつきましては、包括支援センターの中に所長さん医

師であるということでございますので、その点についてご理解願いたいと思います。 

 担当課の方から延べさせていただきます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 医師賃金、昨年は包括支援センターの運営費の方に入

れておりましたのを今年度、介護予防の地域支援事業の介護予防事業の方に移しておる

この理由をというお尋ねでございました。 

地域支援事業につきましては、介護予防事業も包括支援事業も国、都道府県、市町村、

そして保険料の、それぞれの定められた費用負担が、割合が、費用負担が定められてお

りまして、それによって出資しておるところです。 

実は包括的支援事業の市町村の負担割合は２０％、介護予防事業の方の市町村の割合

は１２．５％ということになっております。で、今回、それぞれに上限額がございます

ので、国なり都道府県の支出が、その上限額もありますので、それを超えたところは、

町村の負担になってしまうということがございます。 

今回この組み替えをいたしましたのは、そういった計算をいたしますと、医師賃金を

介護予防事業の方にもってきたほうがですね、まあ上限額等の関係から町の持ち出しが

少なくなるということでありましたので、そういう理由で移し変えたものでございます。

以上でございます。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

（松本監査委員 退席 午前１０時４０分） 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） 介護保険の給付額というのがですね、年々増える傾向に

なっております。これは医療保険、特に高齢者の医療給付についても増えていくという

傾向がある中で、介護予防ということは本当にますますこれから重要になってくると思

うんですね。で、その中で同じく引き続いて地域支援事業費に関連しての質問になるん
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ですが、予算書でいくと１０ページです。介護予防特定高齢者施策事業費ということの

項ですけども、前年に比べて３００万近くの減額になっております。まあ個々の事業で

いきますと通所型介護予防事業とそれから特定、ん、通所型介護予防事業が主な事業に

なろうかと思うんですけれども、予算が減額になった理由、それから通所型介護予防事

業の概要について説明を求めます。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんからの質問に担当課長の方から述べさせていただ

きます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 介護予防特定高齢者の事業の関係で事業費が減額にな

っておるということでございます。これについては、２１年度と２２年度とですね、少

しやり方を変えるように考えておりまして、その結果で予算、事業費が減るところでご

ざいます。内容についての説明ということでございましたけども、この通所型介護予防

事業では、運動機能の向上の関係とそれとうつ予防、閉じこもり防止とその２つに分か

れております。で、２１年度につきましては、この今言いました２つのですね、内容に

つきまして、町内の事業所さんの方に希望を聞きましたところ、５つのですね、事業所

さん、社会福祉協議会を含めてですけども実施をするということでございまして、それ

ぞれその運動機能向上とそして閉じこもり、うつ予防のものを実施されました。あ、失

礼しました。社協さんについては、運動機能の方はしておられませんでした。４つの事

業所さんが、両方これを取り組んでいただくということでございました。 

で、新年度からですね、今言いました２つのメニューを他の実施する事業さんに社協

さん以外の４つの施設につきましては、従来のように運動機能は運動機能、閉じ込みう

つ予防はうつ予防という別々に委託をするのではなくてですね、両方を総合的にさらに

は栄養改善とか、口腔機能改善とかですね、そういったものも含めて総合的にお願いを

するというふうに考えております。まあ４つの事業所さんが、新年度それを受けていた

だくかどうかということはありますけども、やっていただけるものと考えていますけれ

ど、いわば事業を総合的なものに変えるということでございます。 

そして、社会福祉協議会さんにつきましては、特定高齢者の施策事業の方ではなくて

ですね、その下の介護予防の一般高齢者施策、あ、失礼しました。ああ、そうですね。

一般高齢者施策事業、つまり特定高齢者じゃなくても、もう少し元気な特定高齢者より

も更に元気な方も含めてですね、出掛けていただけるような内容にしてですね、更に早

い段階からそういうものに参加をしていただく、これを社協さんの方にやっていただく

という計画にしておりまして、一部そういった意味で事業の統合化と、事業が一部一般

高齢者の方の施策事業の方に移ったということで事業費も減になっておるということで
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ございます。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） まあどうしても高齢になれば、体も筋肉の衰えなりがあ

る、運動機能が衰えてくるということで、運動機能を向上することによって、まあ転び

にくくなる、転んだことによって骨折したりして介護のお世話にならなくちゃならない、

まあそういうような状況を防ぐための予防ということで運動機能の向上だったりとか、

あるいは閉じこもりが続くことによって、介護が必要な状態になってしまうということ

を要望するための事業だと、基本的はそういうことで理解させてもらいました。 

で、まあ２１年度に比べて、２２年度はさらにそういったことを統合しながら、サー

ビスの対象者も増やしていく、あるいは口腔機能、お口の中の衛生だとか、そういった

部分についても町内の事業者さんに協力してもらってやっていくんだということのよう

ですけれども、それだった予算が増えても当たり前のような気がするんですけども何故、

減額になっているのか、その辺がちょっと理解できないんですが。その予算が減額にな

っている理由、もう少し分かりやすく説明いただきたいのと、できたら町長にお考えを

教えていただきたい、聞かせていただきたいんですが、まあ予防ということが今本当に

重要じゃないかと思うんです。町長も施政方針の中でそういったことについて触れてお

られると思うんですが、こういった介護予防の事業推進について町長、どのように考え

ておられるのか、その辺もう一度、再度、ちょっと説明をお願いします。 

（松本監査委員 入室 午前１０時５５分） 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 近藤議員さんの方から２つの質問がございました。１点どのよ

うに考えているかということでありますけれども、ご指摘のとおり高齢化がどんどん進

んでまいりますし、特に予防というものがわたしも大切だと思っており、保健もそうで

すし、介護の予防と疾病予防と合わせて介護予防ということであろうと思います。福祉

協議会の方や、こういった包括支援センター、いろいろな形の中でまた事業者の方々に

お世話になりながら、こういったさまざまの取り組みが成されております。特に集落の

方でも介護予防という形での転倒予防であったりとか、集落での、まあ具体的に言えば、

いきいきサロンであったりとか、そういった活動も私は必要であると思っております。

特に集落の中でも閉じこもりがちの方々をどうして公民館であったり集会所に出てもら

って一緒にこう話し合ったり集ったり出ていただく、そういったところはまずやり始め

なければならないところではないのかな、活発なところではかなり早い時期からあるい

は何年も前からやっていただいておりますけれども、まだまだ全域に広がっていないと

いうようなところがありますので、そういったところからもやり始めなければならない

んじゃないかなと思っておるところであります。介護予防の重要性というのは、非常に
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私も感じておるところでございますので、まず一つ一つやらせていただきたいなと思っ

ております。 

 また水中の運動であったりとか、いろいろな形での取り組みも少しずつやり始めてお

るところでありますので、新しいものをご理解いただきたいなと思います。 

 もう１点につきまして担当課長の方から述べさせていただきます。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 議長、福祉保健課長。 

○議長（野口俊明君） 戸野福祉保健課長。 

○福祉保健課長（戸野隆弘君） 予算は増えるものではないかということでございまし

た。先ほどの説明の中で一部社協さんに委託する部分が、介護予防特定高齢者施策事業

からその下の介護予防一般高齢者施策事業に移るということで申し上げましたが、金額

的なものを申し上げますと、特定高齢者事業の方は、昨年度は９８６万４，０００円で、

今年度は２６６万４，０００円減の７２０万円ということでございます。社協さんに委

託する部分はですね、２の介護予防特定高齢者施策事業、予算書の１１ページのであり

ますけれども、１３の委託料、そこに通所型介護予防事業ということで、８８９万６，

０００円組んでございます。この中の３６０万円がですね、社協さんに委託する部分の

予算でございまして、トータルでは増えております。まあ社協さんの方に委託する部分

は先ほど申しましたように、特定高齢者プラス一般高齢者も対象といたしまして、人数

を増やして行いますので、そういった意味で、そういったこともありまして、トータル

では予算は増えております。 

○議員（７番 近藤大介君） 議長、７番。 

○議長（野口俊明君） ７番 近藤大介君。 

○議員（７番 近藤大介君） トータルで予算が増えておるということのちょっと理屈

がちょっと今すぐに理解がしにくかったんですけれど、全体としては、前年度９８６万

だったのが、７２０万ということで、２６６万の減額になっていると。で、しかもです

ね、その前年度予算９８６万ということでしたけども、このたびの補正予算でその前年

度予算も約５００万の減額補正がされているんですよね。と、なると実質的には、ほん

とこの事業、まあ半分、計画しておったことの半分しかできていない。２１年度はね、

そういうことになろうかと思うんです。で、ちょっと言葉の揚げ足を取るようでちょっ

と申しわけない部分もあるんですけれど、先ほど西尾議員の質疑の中で、そのプールの、

歩くプールの質疑の中で、福祉保健課長の答弁の中で、新しいメニューを作りましたと、

ラピスパに委託する分ですよね、参加者が増えたらうれしいと思う、そういうような答

弁だったと思うんですが、わたしその答弁の仕方に非常になんか町の姿勢を感じたんで

すね。メニューは作った、あと参加者、参加するかしないかは、町民の皆さんのご自由

ですよ、っていうふうなニュアンスをちょっとわたしは感じてしまったんですね。 

で、まあ介護予防、特にその今の閉じこもり防止の事業ですわ、閉じこもり防止の事
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業にわたし参加したいですって、積極的に手を上げられる方っちゅうのは、決して閉じ

こもりになるような方じゃないんですね。で、やっぱりその運動機能の向上にしてもそ

うです。運動機能の向上そんなに心配する人のない方は、もうふだんからお元気で積極

的に動いておられる。予防が必要としておられる方っていうは、やはりそういうところ

普段の訓練だったり、外に出ていくということに対してどちらかというと消極的な方、

こういった方にどう介護を予防していくか、それを考えるとやはり行政からは、積極的

な働きかけ、時にはしつこい、役場からそげにうるさいこと言われんでもいいわと言わ

れるぐらいに、どうですか参加しませんかというぐらいの働きかけが本来必要なんじゃ

ないでしょうかね。そういった積極的な取り組みをしていくお考えがあるかないか、最

後１点聞いて終わります。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君）  積極的な姿勢があるかないかということでございますけども、

閉じこもり防止の取り組みについてどんどん働きかけるというやり方がまあ積極的、ど

ういう形が積極的であるのかないのかということもあろうと思いますけれども、わたし

先ほど申し上げましたように、閉じこもり、あるいはなかなかこう外に出られるのが苦

手という方々も当然おられます。集落の中でも私も健康づくりのいきいきサロンのお手

伝いをさせてもらったりした経過がありますけども、たくさん出てきてもらいたいなと

いう思いの中で計画しますけども、まあどうしても出て来られないなということがあり

ます。それをどうして出てもらうことが、まず出て賑やかく話し合ってもらうことがま

ず１番なのにな－と思いながら、なかなかできないということがあったりします。やっ

ぱりそれは集落集落でやっぱりそれをサロンですとか、支えあっていく、そういった取

り組みをしていただく方々からさらに和を広げて声かけをして出てきてもらうというこ

とのわたしは積み重ねなのではないのかなということも感じております。 

積極的に取り組むという形の中では、いろいろなこういったさまざまな事業を計画さ

せていただいております。事業者の方の方々も取り組みがありますし、そして行政の方

からもそして社会福祉協議会の方からも取り組みがなされております。そういったこと

も当然積極的に取り組みをしていく上で、もうひとつは集落での活動、そこにもこちら

の、逆にこちらの方から積極的に実施をしましょうと、あるいはそういったまちづくり、

そういった福祉推進委員さんを通じて全ての集落でやっていきましょうという働きかけ

を今も進められて（「通所型事業のことについて聞いています。通所型事業のことにつ

いての質問です。」）いるところでありますので、積極的に取り組んでいくというとこ

ろであります。 

○議長（野口俊明君） これで休憩いたします。再開は７分。 

午前１０時５７分 休憩 

午前１１時７分 再開 
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○議長（野口俊明君） 再開します。他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４０号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

日程第１２ 議案第４１号 

○議長（野口俊明君） 日程第１２、議案第４１号 平成２２年度大山町介護保険事業

特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） この事業でございますけれど、これが一般会計の繰入金

が４０３万２，０００円。それから支出はですね、全く公債費でございますが、本当に

施設を利用しないという状況でございます。借金だけですね、一般会計の方から出して

施設は全然利用できないというようなこういう事態というのはですね、非常に異常だと

いう具合に思ったりします。医師の関係でこういう具合になっているとは思いますけれ

どもですね、この点の考え方を町長としては、どういう具合に捉えておられるか、やっ

ぱりもっとですね、これらの利用というもの、医療施設と違って介護施設でございます

から、こういうことをですね、もう少し考えられたらと、貴重な施設でございますし、

そういうことを思うものでございまして、町長のですね考え方を質問させていただきま

す。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に答えさせていただきます。この特別会計

は、大山診療所のいわゆる２階にあります介護療養型の施設でございます。ご案内のよ

うに固定医の確保が大山診療所の方でなかなかできないということで２階の方を現在も

空き状態ということになっております。先に２階の活用という活用という形をしていく

ことによって固定医の方々への確保ということが非常に難しくなるのではないかなとい

う懸念からそのような形をこの一年間、前医師がおられなくなってから、とってきた経

過でありますけども、当然この２階の活用ということについては、検討していかなけれ

ばならない課題でございますので、２２年に向けて医師の固定医の確保ということと合

わせながらですけれども２階の活用ということを検討していかなければならないと思っ

ております。以前に２階の活用ということの中で、え、そうですね。ということでござ

いますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 
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○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４１号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

日程第１３ 議案第４２号 

○議長（野口俊明君） 日程第１３、議案第４２号 平成２２年度大山町農業集落排水

事業特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 農業集落排水でございますけれど、これですね、やっぱ

りまだ加入率が悪いというような中で一般会計からの繰入金が３億６，７００万という

ような多額の額になっているわけでございます。 

加入率という問題がですね、これには一番大きな影響があるでないかと、影響するで

ないかという具合に思ったりします。一番加入率の低いところはですね、６３％余りの

加入率、それから一番いいところはですね、９４％、９５％に近いところの加入率があ

るというような状況のようでございます。加入率が８５％以下の施設はですね、全１７

施設のうちの４施設がまだ８５％以下ということで低いわけでございまして、これにつ

きましてはですね、やっぱり加入金なりそれから使用料というものに非常に影響するわ

けでございまして、そして多額のお金を払っておりますからできるだけ早く接続しても

らったらという考え方でございますが、この点についてですね、町当局の方はどういう

具合に考えているかということを質したいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。  

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいまのご質問にお答えさせていただきたいというふう

に思います。まず加入金の問題でございますけども、農業集落排水事業は、公共下水道

と違いまして、事業の計画時点で加入者を把握しておりますので、供用開始の時点で加

入金は既に払っていただいております。現予算で分担金を１０６万円計上いたしており

ますが、これは地区外からの転入とか、事業計画当初の計画以外の方の加入を３件予定

しておると、それから当然分納という形で未納も多少ございますので、過年度分の未納

金回収を１６万円見込んで１０６万円になっておるという状況でございます。 

 それから加入率の低いところがあるということでございますが、これは供用開始をし

てからの経過年数の違いによりますし、現在の経済状況も非常に影響しておるであろう

というふうに思っております。平成２１年度正確には記憶しておりません、確か３回程
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度町報等を通じて加入広報をＰＲをいたしたと思っております。新年度も引き続き加入

促進を図るべく町報等によってＰＲをしていきたいというふうに考えておりますので、

ご理解を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。以上です。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４２号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

      日程第１４ 議案第４３号 

○議長（野口俊明君） 日程第１４、議案第４３号 平成２２年度大山町公共下水道事

業特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑ありません

か。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 公共下水道についてもですね、さっき集落排水で述べま

したような現象で、非常にまあ加入率の低いところがございます。今はですね、そうい

い具合に集落排水につきましては、経過年数の違いとかですね、というようなことがあ

るということでございましたが、この公共下水につきましても８５％以下の施設がです

ね、全４つの中の３つの施設がですね、３施設が８５％以下ということで低いわけでご

ざいまして、これについてもですね、ＰＲとかということを考えておられると思います

けども、そういう中にこの大山町チャンネルの３チャンネル等も使ってですね、そうい

うようなＰＲをして加入者をですね、促進していくような考えはないか、お聞かせいた

だきたいと思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。  

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） 加入促進のＰＲに大山町チャンネルを使ってはどうかとい

うご意見でございます。ご質問でございました。当然町報、それから防災無線等を通じ

て加入促進ということは、重要なこれからの課題であろうというふうに考えております。

加入状況を見ながら当然一つのＰＲ手段でございますので、検討していきたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。以上です。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４３号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

      日程第１５ 議案第４４号 

○議長（野口俊明君） 日程第１５、議案第４４号 平成２２年度大山町風力発電事業

特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑ありません

か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４４号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

日程第１６ 議案第４５号 

○議長（野口俊明君） 日程第１６、議案第４５号 平成２２年度大山町温泉事業特別

会計予算を議題にします。これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行

います。質疑ありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４５号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

      日程第１７ 議案第４６号 

○議長（野口俊明君） 日程第１７、議案第４６号 平成２２年度大山町宅地造成事業

特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑ありません

か。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４６号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

日程第１８ 議案第４７号 

○議長（野口俊明君） 日程第１８、議案第４７号 平成２２年度大山町情報通信事業

特別会計予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

○議員（１番 竹口大紀君） 議長、１番。 

○議長（野口俊明君） １番 竹口大紀君。 

○議員（１番 竹口大紀君） ページ数歳入の歳出３ページです。その３ページの中に、

情報通信施設の貸付収入、これが前年度費で７９万２，０００円減ということで、先週
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の説明ですと貸付の契約単価が１件当たり月１，０００円、年間１万２，０００円とい

うことですんで、割りますと６６件ぐらい減ということですが、これが確定する日が今

年度の最終日が来年度の契約件数になるということで、今年度末の時点で６６件がほぼ

確定になっているというふうにこれは見てもよろしいのかどうかということと、もう一

点が、保守委託、歳出６ページなどを見ていただきますと、保守委託料や使用料など、

職業でまあ約８，０００万ぐらい、持ち出しがあるわけで、その中で貸付料の収入が４，

０００万ちょっと、ね。４，０００万ぐらい、償還は抜きにして、４，０００万ぐらい

ずっと持ち出しになっているわけですが、現在加入数が３，５２０世帯ということで、

もうあと３，０００世帯ちょっと入ればプラマイゼロぐらいになるかなというとこです

が、大山町では５，８８０世帯ぐらいしか現在しかありませんので、この契約単価など

がどう考えてもアンバランスなのは、もう分かったことで、他の近隣市町村も契約単価

が同じだというようなことも聞いてますが、今後ですね、こりゃあまあ、担当課長より

も町長の考えを聞きたいんですが、今後、中海テレビさんなどに対してその契約単価の

変更などの申し入れをしていこうと考えてらっしゃるのかどうか、契約単価の変更のみ

ならず、情報通信事業の別会計がずっと償還が終わった後も、４，０００万の赤字が毎

年出続けるという状況をどのように改善していこうと考えてらっしゃるのか、２点よろ

しくお願いします。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 詳しいところ、あ、失礼しました。竹口議員さんの質問に答え

させていただきます。詳しいところは担当課長の方から述べさせていただきたいと思い

ますけれど、契約単価の変更等についても後ほど述べさせていただきたいと思います。 

特別会計の中で特に掛かる経費と入る経費のこの差と、アンバランスだということの

ご指摘だと思います。現在の加入状況ということの中で、このような結果も出てきてお

るのかなと思っております。改善策については、これからは本当にこのような形の中で

どのようにしていくのかということについては、検討していかなければならないという

具合に今思っておるところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君） 貸付収入の考えでございます。先ほどご指摘のように

３月３１日の加入世帯数をこのＩＲＵ契約の貸付料の算定基礎にしてございます。今回

計上しておりますのは、２１年度の当初の世帯数は３，５４６世帯、で、今年度、２２

年度の契約の数字は３，４８０世帯ということで見込んでございます。で、補正予算で

申し上げましたのが３，５２０世帯、で、これが２１年の３月３１日の数字でございま

すんで、今年２２年３月３１日の確定数値をもって、この数字はまた変更が生じるとい

う可能性がございます。以上でございます。 
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○議員（１番 竹口大紀君） 了解。 

○議員（１５番 椎木 学君） 議長、１５番。 

○議長（野口俊明君） １５番 椎木 学君。 

○議員（１５番 椎木 学君） 先ほども出ておりましたけれども、中海テレビさんに

対して、委託料が５，３００万で貸付料が４，１７０万、せめてとんとんになるように

努力されるべきではないかという思いは同じでございますけども、その方策として、他

チャンネルは３，５２０件でございますけども、ネットが１，１００件ということを聞

いておりましたけども、中海さんも米子市内では非常に努力は、営業努力はされている

おるわけですけれど、大山町においてはネットについては１メガと１００メガしかない。

で、単価の契約金額の金額非常に大きいわけですけども、例えば２０とか５０とか、間

のランクを設けることによって、もうちょっと契約を増やす方策にはなるんじゃないか

なというようなことも考えられますけどもそういうことは可能なわけでしょうか。また

努力されますでしょうか。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 椎木議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただきます。 

○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君） 野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君）  ネットの関係でございますが、このメガ数の関係は、

話は出していくにしましても、これからの話になることだと思っています。 

それから、収入、支出の関係でございますが、委託料は全て中海ではございませんで、

この中で中海に委託をする部分もございますし、それぞれ施設の関係でいきますと、電

送路の保守の業者さんですとか、通信機の保守業者さんというふうな格好での総額での

委託料の金額になってございます。以上でございます。 

○議員（１５番 椎木 学君） 了解。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４７号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

日程第１９ 議案第４８号 

○議長（野口俊明君） 日程第１９、議案第４８号 平成２２年度大山町水道事業会計

予算を議題にします。これから質疑を行います。 

質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませんか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 水道事業会計のですね、これは４ページ、説明資料の４
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ページでございますけれども、資金計画というものがございます。当年度予定額で資金

計画がされておりまして、今年度いくら入っていくら出るかということで、いくら残る

かということがあるわけでございますが、この中の支払資金の方の事業費、事業費でで

すね、１億１，９８２万３，０００円の当年度の予定額が書かれておりますが、ここは

ですね、私が計算しますと、１億４，２２５万５，０００円ぐらいの数字になります。

まあなぜかというようなことは問いませんが、この辺説明書でございますからですね、

また、これに基づきまして貸借対照表の方もですね、この未集金等につきましてもです

ね、非常におかしい、どうもおかしいなという数字が出たりしております。説明書でご

ざいますし、まあまたよく精査していただいてですね、教えていただきたいなという具

合に思ったりします。私の方が間違えとるかもしれませんけども、まあそういうような

ことがございますので、できれば回答いただいてという具合に思います。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただきます。 

○水道課長（舩田晴夫君） 議長、水道課長。  

○議長（野口俊明君） 舩田水道課長。 

○水道課長（舩田晴夫君） ただいま当年度予定額の数字についてでございました。非

常に野口議員さん精通しておられまして、なかなか十分な回答ができるかどうか分かり

ませんが、あくまでも見込み数字で年度決算が済んでおりませんので、見込み数字を挙

げさせていただいております。 

その見込みの仕方が議員さんと違うのかもしれませんけれど、当然決算が終わった時

点で決算書、という決算報告書という形で議員の皆さまにはご報告をさせていただきた

い。確定の段階で見込み数字と違った場合には補正予算ということで、また修正をご提

案させていただきたいというふうに考えております。 

十分精査をして間違のないような形で新年度事業を遂行していきたいというふうに考

えておりますので、ご理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 私はですね、この事業費の４ページでございますけれど、

事業費のですね見積りが１億１，９８２万３，０００円ということでですね、私が計算

してみますというとですね、大方３，０００万ぐらい少ないと。これは予算をたててで

すね、この予算をなら実行しない考えなのか、実行すればですね３，０００万ぐらいこ

れより増えるわけです。そういうことでですね、見込みだということでございますけれ

ど、この予定額というのをですね、やっぱりきちんとした予算を立てたなら、その予算

を実行するという立場にたって数字を出さなければいけない、そういう具合に私思うわ

けでございまして、やっぱりもうちょっと精査してですね、これを後から補正するとか
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っていうようなことではいけません。今のところのですね、この新年度の予定というも

のをこういうものだということをですね、後からでもいいですので、精査して教えてい

ただいたらという具合に思います。 

〔 「議長、休憩」「賛成」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 休憩します。 

午前１１時３１分 休憩 

午前１１時３５分 再開 

○議長（野口俊明君） それでは再開いたします。森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に内容につきまして精査をさせていただき

たいと思いますので、どうぞご理解を賜りますようよろしくお願い申しあげます。 

○議員（５番 野口昌作君） 分かりました。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４８号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

日程第２０ 議案第４９号 

○議長（野口俊明君） 日程第２０、議案第４９号 平成２２年度大山町索道事業会計

予算を議題にします。 

これから質疑を行います。質疑は、歳入歳出全般について行います。質疑はありませ

んか。 

○議員（５番 野口昌作君） 議長、５番。 

○議長（野口俊明君） ５番 野口昌作君。 

○議員（５番 野口昌作君） 索道会計でですね、この食堂ですか、食堂営業費用とい

うこと、食堂の営業がやってあるようでございますが、これですね、だいたい収入と費

用がとんとんのようでございます。とんとんのようでございます。これらについてです

ね、やっぱり利益がでるような工夫を考えていただかなければいけないという具合に思

ったりしますが、その辺についてですね、予算を組まれる中でそういうようなことの点

にどういうような留意されたかということを質問します。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 野口議員さんの質問に担当課の方から答えさせていただきます。 

○観光商工課長（小谷正寿君） 議長、観光商工課長。 

○議長（野口俊明君） 小谷観光商工課長。 

○観光商工課長（小谷正寿君） 野口議員さんのご質問にお答えいたします。食堂の収

入と費用の関係でございますが、ここで附帯事業費用、食堂を含んでおりますけれども、

この費用といいますのは、食堂以外にもスキーセンター全体の費用をこちらの方で支出

するようにしておりますので、収入と比べた場合に支出の方が大きく占めておるような
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感じを受けますけれど、あと、例えば会議室ですとかそれから事務室、そういうところ

も全部食堂の会計から出すっていうような感じですね。要はスキーセンターは、まとめ

てあるっていうことでございますので、その辺ご理解いただけますでしょうか。 

○議員（５番 野口昌作君） はい、分かりました。 

○議長（野口俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第４９号の質疑を終わります。 

────────────────・───・──────────────── 

     日程第２１ 特別委員会の設置及び付託 

○議長（野口俊明君） お諮りします。３月５日、３月８日の２日間に亘り、質疑を行

いました議案第２９号 平成２２年度大山町一般会計予算から、議案第４９号 平成２

２年度大山町索道事業会計予算までの、平成２２年度各会計当初予算関係議案、２１議

案については、１８人の委員で構成する平成２２年度予算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託して審査することにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

〔 「異議なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２９号 平成２２年

度大山町一般会計予算から、議案第４９号 平成２２年度大山町索道事業会計予算まで

の２１議案については、１８人の委員で構成する平成２２年度予算審査特別委員会を 

設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

お諮りします。ただいま設置されました、平成２２年度予算審査特別委員会の委員の

選任については､委員会条例第７条第１項の規定により、全議員を指名したいと思います｡

ご異議ありませんか。 

〔 「異議なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口俊明君） 異議なしと認めます。したがって、平成２２年度予算審査特別

委員会の委員は、議員全員を選任することに決定いたしました。 

委員長・副委員長の互選のため平成２２年度予算審査特別委員会を開いてください。 

ここで暫時休憩いたします。議員の皆さんは、議員控室に移動してください。 

午前１１時４０分 

────────────────・───・──────────────── 

午前１１時４７分 

日程第２２ 特別委員会委員長及び副委員長の互選結果の報告 

○議長（野口俊明君） 再開いたします。平成２２年度予算審査特別委員会の委員長・

副委員長の互選結果の報告をいたします。 

 休憩中に開かれた平成２２年度予算審査特別委員会において、委員長・副委員長の互

選が行われました。その結果、委員長に足立敏雄君、副委員長に諸遊壌司君がそれぞれ
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決定しましたのでご報告いたします。 

────────────────・───・──────────────── 

散会報告 

○議長（野口俊明君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。次会は１７日に会議

を開き、一般質問を行いますので、定刻までに集合してください。本日は、これで散会

いたします。 

────────────────・───・──────────────── 

午前１１時４８分 散会 

 

 

 

 

 

 

 

 


